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この年の思い出・２６

士ロ 男押 立
|I{{fl126年は、全国高校相機大会出場・消谷兄弟、高校レスリンク､界・名|｣Ij大阪市立高校・全国大会

国体出場・井上、伊東、清水君達、兵庫の名門・市神港・西海君等、高校界の偉材の入部を得、安川
主将以下、大張切り、宇侭照君（現OB会副会長）の御世話で、枚岡lLI腿「旧枚岡青年会館」に打倒
関学を目指し、１５日間の長期春季合宿を行った。
当||ｷ、世間は、敗戦の混乱よりまだ脱しきれず、山奥の枚岡背年会館は、送電停止の「くらやみ会

館」、寝具も十分にない、各自が毛布持参の合宿であった。
炊事は、木村勝マネージャー陣頭指揮で、怪我人が、炊事当番にあたった。
全員、起床は、午前５時30分、トレーニング班は、枚岡神社経由、枚岡怖林往復の、クロス・カン
I、リーは、まさに死の特1111であった。ゴールした時は、目標の一本松が、大きく揺れて何本にも、見
えたものであった。
一方、炊事班は、木村マネをチーフに、いかに安く、かつ腹一杯食欲を、満たすかが、IH1胆であっ

た。この栄養確保と、維済1性の「相矛盾」の解決に毎朝、同時刻に、大阪川口の中央市場に、買出し
に出動「コロッケ、天婦繩」等を、お父堂（故木村篤一氏・関大レスリング部元後援会長）の会社よ
り、よく現物出資を受けたものであった。
夕食は、ローソクー本の明りで、叉、毎晩のミーティングは、全くのlli｡fIMの'|］で、対関学の作戦に、
俄諭の花を咲せたものであった。

｡ ＝ - 房 ● ● ÷ ÷ ÷ ÷ 一

2 ６ 春 (26年５月１２，１９，２６日、西宮体育館）
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2 ６ 秋 (26年９月29日）
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主要戦個人勝敗表
大 ３ - ⑥ 関 学
川 ○ 一 田 村
立 ○ 一 土 井
水 ○ 佐 野
村 ○ 伊 藤
沢 １ ０ 分 0 0 秒 ◎ 堂 本
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村 ◎ ６ 分 5 0 秒 植 田
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2 ６ 個 人 戦
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リーグ戦優勝（３回目）
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この年の思い出・２７

押 立 男士口
一

昭和27(I畠は、後のワルシャワのユニパシヤード大会において、準優勝したM'illlll聯利君が、希望に燃
えて、入部した年であった。
小生は、名付親、宇賀照夫君の’関大の人間機関車」のニックネーム通り、「レクリンク、とは走る
ことなり」と信じていた。主将になっても、この信念は変らず、当時レスリング道場は、天六学舎の
南側地下教室を、改造したものであったが、練習はまず、道場より、桜宮公園、公|刺ク､ランドにて、
サーキット．トレーニンク、、つづいて、南森町経由、天六学舎へのコースが、日課であった。
当時から、「考えるレスリンク･」が吾部の目標の一つであった。ロードワークも、市電のレールの

上を、ジク．ザク’に、時には、パック、ターン、それ.ノタックルだと、雌りながらの、レスリングに、
妙中になり、何か、後が騒がしいと、思ったら市電の運転手さんが「ブーブー」、悴梢をならして、
IIJL道を、あけろと、どなっていたことが、よくあった。
「部費かせぎのドサ廻り」、今までの、話が苦しかったこと、辛かったことが、’１＃の経過により、

楽しい迫'|世となったとすれば、一味迷った愉快な想出もあった。
昭和24年から翌年にかけて、まだ「進駐iIK」が、絶大の権力を持っていた時代であったが、当時、

大阪府レスリング協会々長の、故小田陳先生の、御尽力で、進駐''lif慰IM１レスリング競技会が、「奈良｣、
「上六、赤病院」竿の米飛キャンプで、樅された。
エキジビィションは、技巧派木村ili'i茂君、柔道３段投技の照木泗．、リズミカルな木村勝君、素

人飛び入り倣迎試合は、五量級は下村主将、’経吐級は、小生等が受持ったが、ともかく、1愉快なエキ
ジビィションマッチであった。楽しいことといえば、競技会のあと、将校クラブで御|馳走になったア
イスクリーム、ジュースのうまかったこと｡IJ当は、５ドル（当時、１ドル360111)で、500円が個人
に、1,300円が部費に、それぞれ有意義に、使用されたことは、当時、参加した猛レスラー？にとっ
ては、今もOB会の酒の肴･になっている楽しい想いの一つである。

一

2 ７ 春 (27年５月１８日、西宮体育館）
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2 ７ 秋 (27年９月23日、西宮体育館）
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この年の思い出・２８

溝 畑 武 夫
怒声と歓呼、殺気だった人,U､、眼血走り全身汗、エネルギーの結IIIIII否肉体と結神の権化がぶつつか
り合う四角な布の上、仁王を思わす筋骨隆々の肉体、大きく肩で息する選丁、手に汗し自身の闘う如
き応援マットの擦れるi@↑、タックル、パックの声も同化して会場にこだまする。ホイッスルのりIM高
い音。称賛と拍手。暎息とlill涙、１５分に賭ける命。たった15分に何と長い苫必が要るのだろうか。
肉体と精神の極限を感じさせる練習の結果をマットの上で表現するのに与えられた時間が１５分限り
とは、充二分に発揮出来た者と実力を出し切れなかった者と、結果だけが残る、いやな活字となって、
だが勝利は偶然の産物ではないことも事実、一事だけを見れば運不運もあったろうが、４年間を通じ
ての結果はやはり努力の結果だ。胄舂を極限に賭けた人々の今在るを見る時、あの苦労と努力.／、個
人的には目的に違いがあり表面の結果に差があったにしても個々の人間が一つの目的の為に努力し全
員が一丸となって協力して行くことの貴さを体験し得たことは人生にｵdける貴重な宝となったろう。
1５分間のために教室に出なくとも道場には毎日顔を見せた面々、表面にllli;々しく活躍した者、陸の力
となり舞台裏で頑張った者。青春を泣き笑い叉誇りと1侮の交叉する一II＃代が走馬灯の如く馳けめぐる。
だが人間の性か、辛かったことより楽しかった思い出だけが強く残映し|lM典に刻まれている。
大勢の卒業生を送り出した後、新人碓得のため名古屋、岐阜、（反iliR)かえって岡山、ネ'l'戸と恥け
めぐった事、地元高校へ公Ⅲ練習に行ったことも５校に及ぶ。同じ辛い合↑,Zfならと風光明妬な未知な
処でと何の手伝もなく夜汽車にゆられて鳥取後援会長を訪ね警察遊場を紳習場に、又宿泊所をお世話
願ったこと、帰途豪雨で山I喰木線不通になり津山、姫路と、乗りついで一人心細く帰阪したこと。叉
いよいよ本番で鳥取入りした合宿の中休みで湖山池の伝説に耳を傾け砂丘での風紋の面白さや砂漠の
オアシスを想わせる様な泉。
又全日本学生選手権が次年の国体の予行の為か、函館で開催され、｢lj森まで特急「日本海」で24時

間かかり、尚連絡船に乗りつぎ函館の大地を蹄んだII寺の安堵感。異国!怖絲班かな港やトラピスト修道
院、幕未を偲ばせる五|淡'判や市街を眼下に位置する丘に眠る薄幸の誹人啄木の墓、叉大沼に映える駒
ケ岳の雄姿。はてどもなく広がる原野とクラーク博士の像と時計台に明治の気骨を偲び登別の滝本旅
館の大きさと浴槽の多さとそれが各各、成分が雌うこと等驚くばかり、当時混浴の珍しく、湯気もう
ろうの内に「女体」を求めて数多く入浴する事。洞爺湖に紺碧の青を知り、昭和新山に自然の驚異を
党え、白老に敗戦日本の中の弱少民族の悲哀を感じ、手細工より生み||'す作品に哀れを見たのは思い
あがりか。
はた又大学祭の模範試合のIIfiれがましさと、反対に大阪YMCAで当校が主催した全日本学生王座

決定戦で中央大に敗れた事、対'1大定期戦や明大との徳島で行なわれた試合のこと等、思い出もつき
ないが、筆の拙なく、表現出米ないのが心苦しい。辛きことより楽しきことのみ思い返すも年の,枚か、
ああ｢'i春の彼方にして抄なつかしみ、いつくしむ、悔恨の情深く、尽きぬ思い出。
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2 ８ 春 (28年５月23日、神戸YMCA)
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大
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関

関

大

大
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主要戦個人勝敗表
関 大 ⑥ - ３ 関 学
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横 山 。 ８ 分 0 5 秒 清 水
坂 ○ 田 村
佐 々 木 ○ 一 佐 々 木
井 上 。 ８ 分 5 5 秒 山 旧
宮 崎 ７ 分 3 0 秒 ○ 小 寺
清 谷 ( 兄 ) ○ 一 三 ケ 尻
清 谷 ( 弟 ) ○ - 植 田
宇 賀 ○ 大 滝

⑦
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。
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Ｆ
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Ｗ
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２
３
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2 ８ 秋 (28年９月19日、神戸YMCA)
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３
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③
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学
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関

関

関

同 大

同 大

関 大

主要戦個人勝敗表
関 大 ３ - ⑥ 関 学
大 川 ○ 川 崎
横 山 ２ 分 4 2 秒 ◎ 田 村
坂 ○ 1 0 分 2 0 秒 山 田
宮 崎 ○ 伊 藤
井 上 ○ - 奥 村
清 水 l l 分 0 5 秒 ○ 小 寺
清 谷 ( 兄 ) ◎ ８ 分 2 0 秒 植 田
清 谷 ( 弟 ） ○ 三 ケ 尻
宇 賀 ０ 分 4 5 秒 ○ 大 崎
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Ｆ
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Ｗ
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谷
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健次 ( O B ) ３ 位
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Ｆ
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全日本学生選手権大会
国民体育大会
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２９年

･松原藤由先生、部長に就任する
･松井清、監督に就任する
｡春季リーク、戦第２位
･秋季リーグ戦優勝（５回目）
･押立吉男、米国遠征日本代表
･清谷利次、米国遠征日本代表
･松井清、関西大学体育OB会副会長となる
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丸

谷
海

利
輝
寛
允
英
政
島
貞
博

、

、

、

、

、

、

、

、

次
明
明
昭
輔
雄
夫
夫
俊

清 谷 利 美 、
梅 木 舂 英
浜 野 進 、
膝 下 考 夫
金 ｌ 陥 秀 隆 、
岩 田 輝 、
増 岡 勉 、
(現柏木貞夫）、
若 林 正 敏 、

清 水 博 善

３ １１▲
③
Ｊ
０
１
１

Ｉ
１
１ 郎三

寺尾目
へ
竺 崎

谷
本
中
谷

岸
大
白
河
町

本
川
水
竹
田

一一
盾
寿

１ 雄二郎
行 康
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この年の思い出・２９

井 上 修 一
過日同期（30年度卒）の渭谷利次君から電話があって、関西大学レスリンク．部創立30周年の記念部

誌に何か書いてくれと、お鉢を姻わされてしまい、ともかく何か書かねばならないはめになった。
現在、会社の仕事以外でペンを走らせる事はまずない。手紙も年賀状・暑中見群以外はほとんど書

かない。何を書くか、となると当時の想い出しかない。
昭和20年代、未だ戦後間もない時代に私達は只一途にレスリンク、をやったと思う。苦しい練習の合

間に、又試合の負けた時、ふと澱しい挫折感を味わう事が何度かあった。
その時、共に居た、故安川健次先了W,i，押立吉男先輩等（他の先輩方も同じであるが）の目の奥に一

つの執念を感じて心をうたれた事を今も想い出す。これが「虫」ではなかったかと。レスリングの虫、
只黙々と練習に、叉試合に、ものにつかれた様にして、レスリンク､に打込む姿に私は一秘の恐怖をさ
え感じたものだ。しかしl'l'立先ず|'fの甑には〃i:々としたもの、レスリンク．が楽しくて仕方がないと云っ
たもの、これこそ「虫」であると。
松井大先誰はいわゆる「車の虫」であったと思う。現在と建って当時は未だほとんど自動車を見掛
けなかった。松井先飛はよく千''1.山の体育鮒へ、ダットサンを走らせて米られたのを思い出す。メガ
ネ越しに例の鋭い眼を光らせて我々の練習を指導されたものである。
練習後は、当時は大金であった千円札を何枚か出されて、腹のへった我々の冊袋を満たしてくださ
ったのも有難かった一つである。
只今ここに哀惜にたえない事は、その「虫」の一人であった安lll光茄がI1IMI150年に短命のうちにな
くなられた事である。
先輩は卒業後、今皮は「仕事の虫」となって重責につかれ、会社の業紘に文献されたと聞いている。

切に先輩の冥福を祈りたいと思う。
何事につけ一つの事椚に打込む事は美しいと思う。私もそうありたいのであるがどうも心根が出米
ていない為「虫」の心眼が|州けそうにない。
今ここに望むべくは、創立後30年になる関西大学レスリング部の150余人の|一山」の諸先ボの意を
解する諸士が多く出ずる事を祈りたいと思う。
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2 ９ 春 (29年６月２日、大阪府立体育館）

大

学

学

関

関

関

同 大

同 大

関 大

⑤
⑥

１
４
〔
。
ｌ
生

主要戦個人勝敗表
関 大 ４ - ⑤ 関 学

Ｆ 小 中 ○ 田 村
Ｆ 横 山 ○ キ ケ ン 川 崎
Ｂ 大 川 l O 分 5 0 秒 ◎ 佐 々 木
Ｂ 坂 l l 分 0 0 秒 ◎ 植 木
F e 井 上 ○ ８ 分 0 0 秒 奥 村
F e 佐 々 木 ０ 分 1 5 秒 ◎ 小 寺
Ｌ 清 谷 ( 兄 ) ◎ ５ 分 1 4 秒 荒 山
Ｌ 宇 賀 ◎ ２ 分 3 4 秒 中 西
Ｗ 清 谷 ( 弟 ） ○ 大 崎

／言、(ｇノ

位
１
２
３

順

関 学

関 大

同 大

２勝

１勝１敗

２敗

篝霞灘#灘議鱗
ベァ=胃!､型_=〃 ■“ ず 趣 永
＄的！”）ﾌｰﾉﾂﾉ
８ 時 湖 食
ノ0崎
,』碕 徽１１哩秘
Ｉ 的 鳥 公
３ 鐡 ，

封藺’
『蝿
６時3‘’
浄騎3鍼
｜●時 §蕊役？、ネジ 雄

砺呵

蝿＃ノツ隈
脚 癖 )'４，

綱

灘 灘

謬 毒
１

合宿練習スケジュール
「猛れんしゅうだ.'」
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2 ９ 秋 (29年９月19,20,26[1、大阪YMCA)

主要戦個人勝敗表

関 大 ⑤ - ４ 関 学
横 山 。 ４ 分 0 0 秒 田 村
尾 崎 ○ 川 崎
岸 本 ９ 分 0 0 秒 ◎ 植 木
坂 ○ 一 佐 々 木
井 上 。 1 0 分 2 6 秒 奥 村
佐 々 木 ６ 分 3 0 秒 ◎ 小 寺
宇 賀 ○ - 中 西
渭 谷 ( 兄 ) ◎ ６ 分 2 0 秒 荒 山
清谷(弟）１１分１８秒◎大崎

大
学
大
大
大

⑦

⑦

⑥

⑤

幡

関
関
同
近
八

学
大
大
学
大
大
大
大
学
大

位
１
２
３
４
５

関
関
同
関
関
近
同
関
関
関
順

大
大
大
大
大
大
大
大
大
学

幡

幡

幡

幡

八
近
八
近
八
八
近
同
同
関

ｅ

ｅ

Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｗ

１

２

３

４

敗
敗
敗
敗

１

２

３

４

勝
勝
勝
勝

４
３
２
１

一 一 Ｊ - 毎 - 一 一 一 雪 一 一 ＝ ̅ 一 己 ･ フ ー ー モ ー ー ー 一 ＝ ー

2 ９ 個 人 戦

勝 利 ２ 位

利 次 １ 位

利 美 ２ 位
正 三 ( O B ) １ 位

" { ( O B ) ２ 位
利 次 ３ 位

勝 利 ２ 位
吉 男 ２ 位

横山
清谷
清谷
下村
古沢
清谷
横山
押立

関西選手権大会 フリー。Ｆ

／／。Ｌ

／／・Ｗ

／／・Ｍ

／／・Ｍ

フリー。Ｌ

フリー。Ｆ

グレコ・Ｂ

国民体育大会

全日本選手権大会

全米選手権大会

- ８ ９ -



３０年

･高堂俊弥先生、部長に就任する
｡春季リーグ戦優勝（２連勝、６回目）
･秋季リーグ戦優勝（３連勝、７回目）
･横山勝利、米国遠征日本代表
･清谷利美、米国遠征日本代表
･横山勝利、ユニバシヤード・ワルシ･横山勝利、ユニバシヤード・ワルシャワ大会日本代表
･松井清、関西大学レスリンク､部OB会会長となる
･松井清、近畿アマチュアレスリング協会副会長となる

-９０



§ 準 撚団織鰯
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賎
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蔦
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蟻露
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蟻藤
1議蕊鍵 一慨

樹

… 識
殿

堂 俊 弥
井 清

高
松

部
監

長
督

ゴ ー チ

勝利、
寛明、
秀 隆
秀 隆
勝利、

喬、
大三郎、

敞、
勝、

哲夫、
高、

一 雄

義隆、
忠 彦

坂 寛 明
横 山 勝 利

主 将
l ' i l l 将
主 務
学連委員

４

横 山
坂
金 輪
金 輪
横 山
宮 崎
宇 賀
佐々木
山 根
乾
北 岸
河 野
西 脇
村 田

福 田 郎浜
藤
金
岩
増
現
若
く

野 進 、
下 考 夫
輔 秀 隆 、
田 輝 、
岡 勉
柏木貞夫）、
林 正 敏 、

寛明、
允昭、
英輔、
政雄、
島夫、
貞 夫
博俊、

三坂
安
尾
竹
岡
小
丸

喜
崎
谷
本
中
谷

津眉・聿奇
岸 本
大 川

３

河 竹 雄 二 郎
町 田 行 康

勺
乙

森 川 泰 治 、 岡 本 」 ｉ 可 、 盛 本 孝 司１

-９１



この年の思い出・３０

坂 寛 明
卒業してから早や今年で21年経った。その間、諸先飛には義理を欠き、またl11僚、後誰の諸君との

交流も途絶え勝ちで、OB会々員として面目次第もない。今更私如きが|拙想の執筆を請け合うことは、
おこがましい気もするが、主将を務めたIJr以をもって、敢えて部に猫のL'(を汚させてもらうことにする。
さて、往時を回想するとき、断片的ではあるが様々な思い出が蘇り、碕らしさとも恥かしさとも!悔
しさともつかぬ如何んとも表現しがたい感慨に胸が浸されるのである。
私が４回生の頃のわが部は、部創設以来今日に至る歴史的変遷の上で、質量とも比較的充実し、か

つ隆擬の時期にあったように思う。そのことは、春季関西学生リーグ戦（５校参加）および西日本学
生リーグ戦（八|幡大が加入、連盟の名称が変史）で各校に圧倒的勝差をつけて優勝したことやその他
の記録からも窺い知れよう。中には11'il人的に卓越した力量を備えた者もいたし、物質的窮乏にもめげ
ずよく練習もしたが、部員一同の連州感なり協調性の強さに負うところまた大であったと考えている。
今一つのわが部の誇りは、名選手横山君の国内外での活躍であった。仔細は本誌記録の部に譲るが、
関大レスリング部の歴史に栄光の一頁を飾る勇者として、末長くその名をW{めるであろう。
ｉ稚しもそうかも知れないが、レスリンク・生活を顧みて、鮮やかな印象として浮かぶのは、練習の情

餓である。確かに厳しい肉体上、精神上の試練ではあった。しかし、私は、今となっては尊い経験で
あったとｲiiじている。苦しさの肢たるものは、何と言っても夏"l合宿,jll純である。私の４回生時は,貼
lb(T|jで行なった。主将としての責征感から相当厳しいj||線を実行したことを党えている。たまたま岡
lLl県下の高校生で優秀なレスラーが２名程参加していたが、初日の姉烈な練習振りに耐えかねてか翌
llﾘ]起床してみると夜逃げをして忽然と消え失せていたように記'|心する。また、そのll寺の合宿の最終日
には、連日に亘っての故|璋者統出のため、練習参加者は初口の半数に減った。ともあれ、合宿３||練ほ
ど辛いものはなかった。しかし、過ぎ去れば何もかもが懐かしい青春の一駒に過ぎなくなるのは妙な
ものである。年の所為かも知れぬ。
他に楽しかったこと、遺械に思ったことなど多々ある。特に低年次でのそれが一|際印象深い。ここ

では一々書けないし、また、本稿執華の趣旨にも外れる。割愛するに忍びない。
いざ筆を執ってみると、不本意ながら通り一遍の随想になった。ともかく私は最上級生として非器

無能なリーダーであったが大過なく務められたのは、諸先爺の激励と部且諸君のお|袋であり感謝の念
で一杯である。末筆ながらこのことを書き添えて拙文を閉じる。
間凹大学レスリンク．部創立３０１１１１{|畠に栄光あれ.'

- ９ ２ -



3 ０ 春 (30年６月４，５，１２日、同志社大学）

主要戦個人勝敗表
関 大 ⑦ - ２ 関 学

Ｆ 岩 田 ◎ ９ 分 2 5 秒 川 崎
Ｆ 横 山 ◎ ４ 分 0 0 秒 田 村
Ｂ 岸 本 ○ 一 佐 々 木
Ｂ 河 竹 １ １ 分 5 6 秒 ◎ 植 木
F e 町 田 ○ 奥 村
F e 坂 。 ７ 分 2 0 秒 荒 山
Ｌ 丸 谷 ○ 一 中 西
Ｌ 乾 。 ４ 分 1 5 秒 大 崎
Ｗ 宇 賀 ○ 一 植 田

名城大
同 大
近 大
名城大
近 大
名城大
近 大
同 大
名城大
関 学

関 大
関 大
関 大
同 大
関 学
関 学
同 大
関 学
近 大
関 大

順位

⑨
⑥
⑦
⑦
⑧
⑦
⑥
⑤
⑤
⑦

０

３

へ

“

２

１

２

３

４

４

２

敗
敗
敗
敗

１

２

３

４

勝
勝
勝
勝

４
３
２
１

大
学
大
大
大城

関
関
同
近
名

１

２

３

４

５

』声一一一一》一一一》一一》一へ一》一一一一一「》グー〉一一一〉一一一

復活が望まれる「関大名物土人おどり」
昭和44年の大学紛争以来千里祭は巾||･されている。
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3 0 秋 (30年10月２，３，４，６日、大阪YMCA)

主要戦化|人勝敗表

関 大 ⑦ - ２

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

学

学

大

大

学

城

幡

城

幡

城

幡

城

幡

幡

名

八

名

八

名

近

八

名

八

八

関

関

同

近

関

大

大

学

大

大

大

大

大

学

大

大

大

大

大

大

城

近

同

関

関

同

関

近

関

関

名

同

近

関

同

関

３

０

１

０

、

ｌ

ノ

-

１

Ｊ

ノ

ー

“

幅

⑨

６

⑨
原
野
橋
光
山
Ｄ
藤
荊

ｊｔ

く

学

杉

竹

高

福

平

野

加

野

○

岩

岩

関

○

秒

秒

秒

秒

（

型

５

４

０

０

３

２

４

５

’
分
分
分
分
一
一
-

８

０

１

４

小 中

ｅ

ｅ

Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｗ

岩 田 ◎
岸 本 ◎
河 竹 ◎
佐 々 木 ◎
坂 ○
丸 谷 ○
乾
宇 賀 ○

＝、
ﾉ ノ ー 勺竺

⑨ １

０

１

０

０

４

４

２

２

４

⑨
⑧
｜
⑨

(９ ‘）-

石 原- １

６〕′ １分44秒

( 5 ) -

⑦ -

( 7 ) -

⑤ -

位
１
２
３
４
５
６

順

敗
敗
敗
敗
敗

１

２

３

４

５

勝

勝

勝

勝

勝

５

４

３

２

１

大

大

大

学

大

大
城
幡

関

同

近

関

名

八
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3 ０ 個 人 戦

近畿選手権大会 横 山 勝 利 １ 位
佐 々 木 敞 ２ 位

乾 哲 夫 ２ 位
宇 賀 大 三 郎 １ 位
下 村 正 三 ( O B ) ２ 位
横 山 勝 利 １ 位
横 山 勝 利 １ 位

横 山 勝 利 ２ 位
横 山 勝 利 １ 位
横 山 勝 利 １ 位
横 山 勝 利 ２ 位

フリー。Ｆ

／ ／ 。 F e

/ / ･ L

/ / ･ W

／／・Ｗ

フリー。Ｆ

フリー。Ｆ

フリー。Ｂ

フリー。Ｆ

グレコ。Ｆ

プリ一・Ｆ

国民体育大会

米国海軍選手権大会

米国西部選手権大会
全米選手権大会

ユニバシアード
ワルシャワ大会

一 ＝ 李 写 声 ＝ 全 一 j 今 一 一 ＝ - 一 一 一 一
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